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勝利の確信（Ⅱコリント5：17）
　
　
つい私たちは今まで救われる以前のパターン通りに、条件、環境などに左右されがちです。それは確かに無視できない要素ではあります。しかし、クリスチャンの私たちには話が違うし、別になると思います。もし条件と環境に左右されるものであれば、もはや信仰もいらないし世界も同じものではないでしょうか。パウロは、ものすごく優秀でとても良い環境に恵まれていた人間でしたが、古いすべて過ぎ去った。新しい被造物なのだ。だから、新しいスタートを切る。今までの良かった、悪かったなどは関係なく、本物のまことの勝利はもうこれからなのだという意味で、今日この聖書の箇所にある告白をしていたと思います。

そういう意味で、人生の失敗の大きな要因の一つと言いますと、それは言い訳ではないかと思います。世の中でもそのように言えるでしょうが、特にクリスチャンの私たちは、言い訳というものは勝利を邪魔する一番大きな要素となります。なぜかと言いますと、条件、環境などに左右されずにクリスチャンの私たちは勝利できるからです。そのお証しが、聖書の最初から最後までの内容ではないでしょうか。どのようにすればまことの勝利の人生を歩むことができるのでしょうか。それは今日、パウロが告白しているように、誰でもキリスト、イエスの内にあるものは、その人は新しく作られたものです。ですから、古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。古いものに捕らわれずに、新しい目が開かれるときに、新しいスタートを切ることができます。そこに今までは経験したことのないまことの勝利の人生の門が開かれるようになるということです。勝利の新しいスタートというものは、以前のもの、古いものを全部捨てる時です。心から本音から告白することです。古いものは過ぎ去ったと。その告白が本音からできるようになったときに、新しい勝利のスタートが始まります。古いものとはいったい何でしょうか。以前、私たちにはそれなりに良かったもの、すばらしいものなどがたくさんあったと思います。パウロの場合には、王家の背景を持っているし、パリサイ人という宗教の中でも聖別されているグループの中に属しているし、若さをもって、今で申し上げると博士の学位を5つぐらい持っていて、ものすごくまじめで熱心な青年でした。そのように良さというものがいろいろありました。だから、それをある意味、誇りに思っていました。自慢することができるものだったし、そして、そう言った内容が自分なりに自分の価値基準にもなっていました。私たちにもそのようなものがあったのではないでしょうか。人それぞれ違うでしょうが、良さというものがあったと思います。何を自慢に、誇りに思って生きてきたのでしょうか。それを別に否定するつもりはありません。あるいは、いろいろな理由によって自分なりに固い何かの基準というものを持っているでしょう。それがその人の頑固さを生み出すようになったものです。それがほぼ自分の中では絶対的なものになっていたかもしれません。パウロの場合は、律法そのものでした。私たちには、それがまことだったかもしれません。和の精神だったかもしれません。礼儀というものだったかもしれません。それなりの基準というものがあったのではないでしょうか。

それから、そのような基準によって何かを頼りにしていたものがあると思います。子どもになる場合もあるし、それが家族になる場合もあります。自分の才能になる場合もあります。ときには、優秀な政治家を頼りにする場合もあるし、国家を頼りにする場合もあるかもしれません。いろいろ人それぞれ違うでしょうが、そういった良さ、すばらしいものがありました。それによって実際に社会生活のために有利になる場合もあるし、人に褒められ認められるときもあったと思います。しかし、本当のまことの勝利をスタートさせるためには、そういったものすべてちりあくただと告白できる時です。それが古いものは過ぎ去ったという意味です。そのように告白できるのでしょうか。だから、私たちが言い訳するようなことがたくさんあるからうまく進まないわけではありません。このような以前の良いものに対して、本音の方からちりあくただと宣言、告白できないからではないでしょうか。なぜパウロは、そのような告白ができたのでしょうか。パウロは、分かりました。今まで知りませんでしたが、キリストと出会って、神様の恵みによってこの世は教えることができない内容です。人生の本質、人の本当の問題が何か分かったときに、そういう良さはいいものでしょうが、それにはこれっぽっちも役に立たないものだった。役に立たないどころか、それがあるからということで逆に本物の答え、いのちのキリストからどんどん遠ざかっていく、邪魔になるものだったということに気付いたのです。だから、古いものは過ぎ去った。ここが新しいスタートの起点です。教会に通って、皆それぞれ1年の方も30年の方もいらっしゃるかもしれません。しかし、年数の問題ではなく、本当に本音の方から、今まで、そして、今現在も世の中ではそれを良いもの、すばらしいもの、ほめたたえる内容かもしれませんが、そして、それを頼りにして基準にして動かされている内容でしょうが、クリスチャン自分の本年からは、古いものは過ぎ去った。そのすべてが損だと思う。ちりあくたと思うと告白できるかどうかによって進み具合は変わります。それをクリスチャンと言います。そうでないと、聖書もキリスト教の内容も全部、こんがらがってしまいます。「宗教もいいのではないか」というところまで行きます。
それから、古い者の中には、良さだけではなくて、良くなかったもの、悪いもの、辛いものもあります。形の違いはあるでしょうが、クリスチャンでも依然と古い過去においていろいろな失敗があったと思います。その失敗はいつも心に何かが残るものです。そして、いろいろな経緯によって心にトラウマを抱えたり傷を負ったりすることがあると思います。また、精神的にも肉体的にも人間関係においてもいろいろな苦しみを味わいつつ歩いてきたと思います。そのような内容が人生の中にはあります。その古いものに対して、古いものは過ぎ去ったと宣言ができるかどうかです。そこからスタートするわけです。新しいイエスのいのちの実を結ぶ門が中々、開かれない、中々、自分とは縁がないと思う方々は、実は他のところに原因があるのではなく、この宣言が頭ではなくて本音の方から宣言ができるかどうかです。このすべてが実はキリストによって、神様の恵みによって、今まで見ることができなかった霊的な裏の裏を見るようになったということです。悪魔のしわざが何なのか。神さまを離れてしまった。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるしかなかった。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると、本当に気分が悪いでしょうが、そう言わざるをえない人間の本質、問題の本質の部分を聞いて、それにうなずくことができたのかどうかです。それに尽きると思います。それがキリスト教です。それがすべての宗教と道徳と線を引くいのちのお話です。ですから、以前の悪いもの、良くなかった内容、大体、自分の辛さが、他の人と比べたときに一番辛いものだったと皆思っています。自分が最高に苦しんでいたと思っています。だから、皆最高に苦しんでいます。天下の中で自分しかいないかのように。けれども、どんな内容であろうが勝利することができるし、実は勝利していらっしゃいます。そのことのために、イエス・キリストは十字架で血を流されて、体は引き裂かれました。個人の聖餐式の時に、何も飲むず食わずですが、そういうイメージをしながら、飲み食いしながら、そのときにイエスの十字架の血潮と体が引き裂かれたことを思い出しながら、それが私のためだったという聖餐式を常に行うようにしていただきたいと思います。そうすると、以前の辛さ、苦しみ、失敗、過ちなど、傷を含めて、そのすべてが祝福に変わり、良かったことなのだ、それ自体がもう祝福なのだと感謝するようになります。それが古いものは過ぎ去ったと言うことです。何が祝福なのでしょうか。健康でしょうか。成功することでしょうか。違います。何が本当に人間の問題なのか分かっていると、キリストに出会うことが祝福であり、キリストに目覚めることが祝福であり、キリストに近づくことが祝福なのです。皆さんの悪さ、皆さんの傷になってしまった経験、その苦しみが、キリストに目覚めるようにしたのではないでしょうか。だから、祝福なのです。それが古いものは過ぎ去ったと言う宣言なのです。つまり、キリストによってそのすべての辛さ、苦しみなどは、もう終わった。そして、それを通して人生の本当の勉強ができた。その悪さ、辛さのゆえに、キリストのいのちを発見することができた。何ものにも代えがたい宇宙をうっぱらっても買うことができないキリスト、イエスのいのち、宝を得ることができた。何ゆえでしょうか。その傷のゆえにです。その失敗のゆえに、その苦しみのゆえに、その無視されたことのゆえに、その病気のゆえに。古いものは過ぎ去った。もう終わった。良かった。感謝だ。
そして、この以前の良さ、悪さなども、ある意味では表だけのお話かもしれません。そういう良さに溺れていたことも、悪さに捕らわれていたことも、実は掘り探っていきますと、以前の自分の根本の状態が何か分かるようになります。なぜそのような人生を送るようになってしまったのでしょうか。自分の存在そのものがどんな存在だったのでしょうか。ヨハネ8：44、認めたくないでしょうけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であり、もう根本的に滅びるしかありません。エペソ2：3、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。誰かが悪いから、自分が何かをしたからという前の根本的な問題なのです。だから、ローマ8：2に書いてあるように、死と罪の原理に束縛されて抜けることができません。これが以前の私たちの根本であり、私たちの存在の正体なのです。古いものは過ぎ去ったというのは、こういった自分の存在がガラテヤ2：20に書いてあるように、イエスの十字架とともに死んで消えてなくなった、これが新しい勝利のスタートの入り口なのです。古いものは過ぎ去った。このような自分はもう消え去った。今、肉体的に、環境的に、何も変わっていないかのように思われるでしょうが、イエス・キリストのゆえに、イエス・キリストを受け入れたことによって、私の以前のこのような存在は十字架とともに死んだのだ。そのように宣言することが、古いものは過ぎ去ったと言うことです。つまり、全部まとめると、勝利の新しいスタートはキリスト、イエスの上に立って、以前の良さも悪さも存在そのもの自体もすべてをまとめて、何ひとつ気にしません。これが古いものは過ぎ去ったと言うことです。ここがスタートです。植民地の状態であっても。ペテロがイエス様を3度も否定した大きな過ちがあるにもかかわらず、何も気にしません。もう終わった。すべてがちりあくただ。私は十字架とともに死んだ。以前のものは過ぎ去り、古いものは過ぎ去り、これを本音から宣言できる時に。

そうすると、私たちには、あらゆる過去があり、現実のいろいろなことがあるにもかかわらず、そのすべてを気にしないで一つだけに絞られます。気にするポイント、フォーカスが一つになります。それがイエス・キリストです。ただイエス・キリスト、イエス・キリストということでは、過去の良いことも悪いこともいろいろな物が入り混じって攻撃してくるので気になってしょうがないのです。何も思い煩わないようにとおっしゃっているのにいつも思い煩って、頭の中をすっきりさせなさいとおっしゃっているのに頭の中がいつもこんがらがっているのです。気にしないように。何も気にしないように。良かったことも悪かったことも。自分自身に対しても気にしないでください。一つだけを気にするように。気にすることを一つに絞ります。イエス・キリスト。そういう意味で、Onlyイエス、イエス・キリストの上に立つときに、そのキリスト、イエスの中に入るときに、新しい勝利の扉が開かれます。そのイエス・キリストは唯一の道なので、世界中でそのような救いの名を与えられたことはありません。わたしを通してでなければ誰一人父のもとに来ることはありませんとおっしゃいました。唯一の道なので他に気にする必要がありません。今刑務所の中に入れられ濡れ衣を着せられたとしても気にしない、キリスト、イエス。これが新しいスタートです。古いものは過ぎ去って、新しくなっているわけですから。なぜ古いものを気にするのでしょうか。なぜ古いものについつい引っかかるのでしょうか。だから、本格的に勝利の新しいスタートが中々切れません。いつももやもやしています。20年、30年教会に通っていても、そこでよそから感動的な良さそうな、自分の頭のキャパシティに納得できるような話をしますと、またそこに首を突っ込んだりというような繰り返しではないでしょうか。牧師が言うことが本物なのかと疑うところまで行く人がいるわけです。キリストだけです。ローマ3：21には、律法と人間のことを全部語りつつ、しかし、律法の他にもう一つ義が現れて、それは今までの全部を消してキリスト、イエス、それ以外には道がないという宣言なのです。しかし、律法の他にもう一つの神の義が現れた、イエス・キリスト。唯一の道です。

それから、イエ３ス・キリストは完全なる道なのです。十字架の上で宣言されました。すべてを完了した。コロサイ2：2-3には、キリスト、イエスの中には、知恵と知識のすべての宝が全部そこにはある。エペソ1：10には、天と地を一つにまとめるのがキリストだ。完全です。私たちの小さなキャパシティをはるかに超えて完全なのでキリストだけなのです。それだけ気にすればいいのです。その習慣を身に着けようというのが、ひとりひとりの集中訓練です。集中してください。もうすでにそうなっているから。何も気にしませんというのが、キリストにあってもうすでに勝利したのでその勝利を宣言することなのです。だから、勝利の新しいスタートというのは、これからどうすれば勝利できるのかではなくて、すでに勝利したと宣言するところからスタートなのです。何も気にしないように。ついどこかが具合が合悪いと、具合が悪いことが先走ってしまうでしょう。そこで戦いなのです。それにもかかわらず治療をしないという意味ではありません。それは滅びることでものろいでもなんでもありません。もう終わったのです。勝利を宣言して、具合が悪いことに捕らわれずにキリストの方に入るように。唯一で完全でしかも永遠なる道なのです。ヘブル13：8を見ると、キリストは昨日も今日も永遠に同じ方であると言われています。黙示録12：8には、イエス・キリストは、アルファでありオメガであると言われています。だから、どこに行きましょう。どこに行こうとしていらっしゃるのでしょうか。アダム、どこにいるのか。キリスト、イエスに絞ってください。感情的についていけなくても信仰をもって歯を食いしばってキリスト、イエスにとどまってください。何も気にせず勝利を宣言してください。ヘブル7：11を見ると、いろいろな旧約の祭司のお話をしながら、イエス様はその祭司ではなく永遠なる祭司、とこしえに祭司と言われています。ですから、キリスト、イエスだけにとどまり、それだけを気にして、それだけにこだわるときに勝利の新しいスタートが切れるようになります。
そして、なぜなのかというと、本当にそれができたときに、今まで見えていなかったものが見えるし、今まで見たことのない世界が見えてくるようになります。難しい複雑な話ではありません。ここが勝利の本格的なポイントです。何が見えてくるのかというと、この世界には、宇宙、世の中には、二つの国がないということが見えてきます。二百九十何ヶ国があるのに。サミットだけでも８，９ヶ国とかあります。日本、韓国、中国、自分が知っている国を数えても十個以上はあります。テレビを見てもサミットの外国の人が出ています。番組のタイトルは忘れましたが、とにかくランクをつけたりしているのに、二つしかないのでしょうか。皆さんが、以前のものを全部捨てて新しい祝福のものであり、キリスト、イエスだけに絞ってこだわるようになったときに二つの国しかありません。日本と韓国があるわけではありません。クリスチャンには、アメリカと中国とか、そういう国はありません。クリスチャンには二つの国、神の国とこの世、別のことばでは暗やみの王国があるのです。それしかありません。これはただのキャッチコピーではありません。なぜこれが見えてこないのでしょうか。これが見えてこないから、内の民族が、あなたの民族が、なぜ差別をするのか。差別されるからなぜテロなどを起こすのでしょうか。国が見えてこないから。自分の国しか見えないからでしょう。クリスチャンには、そういうことは許されません。二つの国しかありません。アメリカでも神の国があり、暗やみの王国があります。日本でも韓国でも中国でもイスラム圏の国々の中にも神の国があり暗やみの王国があるだけなのです。どこが神の国でしょうか。イエス様がこの世に来られて、第一声がこれです。「悔い改めなさい。天の御国が近づいてきた」。天の御国が来た。イエス・キリストが神の国があり、そのイエス・キリストを信じて受け入れたその人々、人生が神の国です。そこに神の国が臨まれ、そういう人々は永遠の天国に迎え入れられるようになります。神が支配なさる、イエスのいのちを抱えている、それが神の国です。もちろん、教会の中にも神の国があるし、そうでない場合もあります。2部の礼拝で申し上げますが、本来の教会そのものは神の国なのです。ただ目に見える教会の中には、そうでない場合もあります。世の中には二つの国しかありません。

そして、人類の中には二種類の人間しかないという整理ができて見えるようになります。白人、黒人、そうではありません。二種類の人間、本当に祝福の人と、滅びる人間がいるわけです。何が基準でしょうか。御子をもっているものはいのちを持っており、御子を持たないものはいのちを持っていません。先進国か後進国か、優秀な人間なのかまじめな人間なのか、礼儀正しいか心優しいか。女性が一番好きなタイプが優しい人だと言っているのですが、その反対なのかによって分かれるのではなくて、イエス・キリストを持っている人は祝福の人。そうでないものは、どんなにお金持ちでどんなに礼儀正しい人間でも滅びる人間なのです。それしかありません。これが新しいスタートのポイントです。ここから人生の新しいスタートが切れるようになります。すべてが変わります。このことによって。これはたくさんの信仰の経験や訓練によって目覚めるものではありません。イエスがキリストだとわかって信じる者には、この目が開かれます。そうだったのか。今までこれを知らないで人をうらやましいと妬んだり差別したり比較したりしてきたのだな。知らないでこの国、あの国と言っていたが、神の国と暗やみの王国しかありません。学生さんは学校に行きますと、そこにも神の国と暗やみの王国があるのです。祝福の人間と滅びの人間がそこにいるのです。それ以外の種類はありません。キリストの内に立っているときに、これが見えてきます。それが見えてきた者であれば、それをクリスチャンと言いますが、小さな子どもでも年寄りの方でも関係ありません。このように人生そのものを新たに宣言するようになります。これは信仰の宣言に当たるでしょう。キリストだけが私たちの希望なのです。イエス様はそのキリストです。私はイエスの霊が宿っている神の子ども、祝福の者なのです。この世は、キリストの他には希望がまったくありません。どこにもありません。だから、私が存在する理由は、この暗やみの王国に、キリストを伝えて神の国が臨まれるように、神の国を建てることなのです。勉強する理由も、食事をする理由、結婚する理由、病院に行く理由、死ぬ理由もこのためなのです。ここがスタートなのです。そうすると、祈りもすべてが変わるでしょう。生きる理由も変わるし、勉強する理由も動機もモチベーションも変わります。だから、他の人より最善を尽くして、今任されている、与えられていることに対して全力投球をするようになり、それに神の力が加わるようになるのです。別に世的に大きくなって成功しなくても構わないのです。もはや古いものは過ぎ去った。しかし、この理由のために神様は必要に応じてなさることです。それは私たちが気にするところではありません。人生を取り上げて宣言しましょう。古いものは過ぎ去ったのであればすべては新しく変えられました。部分的ではありません。その時にこの世界が新しく見えてくるようになります。
皆さん、キリスト、イエスの中にあって、新しい祝福の存在である自分を素直に、本音の方から認めましょう。どんな過去があろうが、現実どんな状況に置かれていようが、キリスト、イエスの内にあって自分はいのちを持つ幸いな者だ。そして、その祝福の自分であることを聖書を通してできる限り調べてください。そして、本音の方から告白してください。別の言葉で申し上げますと、人生の新しい本物の勝利のスタートは自分のことを受け入れて認めるところからです。生涯を抱えていても、社会的にものすごく低い身分の方であっても、お金がなくても、それによって自分を見下したりするのではなく、誰かと比較するのではありません。他の人が私をどう見ているのかが気になってしょうがないでしょう。それは悪魔の策略なのです。人を気にしなくてもいいという話ではありません。神様が私をどのように見ていらっしゃるのかから、どんどん離れる役割になるから気を付けてください。他の人が、世間が私をどう見ているのかをあまりに気にするのはよくありません。神様が私をどう見ているのかを忘れてそちらの方に走ることは悪魔の策略です。自分の手のひらの中で遊ばせるためにやっていることです。だまされないでください。キリストにある尊い祝福された、古いものは過ぎ去り、新しく作り変えられた自分を認めましょう。

そして、キリストにあって新しい存在であれば、新しい生き方を味わうようにしましょう。それは何でしょうか。今申し上げました内容であり、こういう内容です。それはあなたがたは知らなくてもいいです。聖霊が臨まれるときに。私たちは聖霊の導きを受ける者なのです。神様に導かれるものなのです。これだ、あれだとややこしく自分のキャパシティの中で転がり込んだりしないで、聖霊の導きを信じてください。自分の限界の中に閉じ込められていないで、特に過去のいろいろな基準などは全部捨てて聖霊の導きを受けるように。これが新しい生き方です。

それから、キリスト、イエスにあって、先ほども申し上げましたように、新しい人生の生きる理由を確定しましょう。それが証人です。これは紛れもない、誰一人例外なく最高の祝福の人生に召されたということです。そして、それを確定し、皆さんそれぞれの現場においてそのことを確認するようにしましょう。自分の生きる理由がなぜイエスの証人なのかということを神の国、暗やみの王国、祝福の存在、滅びる人間、この目で自分の現場で確認しましょう。そうすると皆さんに、今まで経験したことのない約束のみことばどおり多くの実を結ぶ勝利の新しいスタートを切るようになると信じています。
 (祈り)

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。兄弟姉妹に、今日の神のメッセージが力となり、約束となり、慰めとなり、そして、いやしとなるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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